
普及タイプ

H4000系アルミ合金を放熱板に使用した新型パネル

アルミ板厚 0.2mm㎜根太ピッチ 303mm（建築工事）

銅管  φ15.88㎜

295mm㎜
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根太ピッチ 303mm（建築工事）
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銅管  φ15.88㎜
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アルミ板厚 0.2mm㎜
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お問い合わせ、ご相談はこちらへ
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私たちは、  心地よさばかりではなく、  健康や安全性、  長く使っていただくための経済性や耐久性、  資源の回収まで考えた床暖房を提案させていただきます。

H4000系アルミ合金とは
H4000系とは、 純アルミにケイ素の添加により熱膨張をおさえ、 さらに微量の銅やニッケル、 マグネウム
を添加したアルミ合金です。 耐摩耗性を向上させてありますのでピストンの材料に用いられています。 
また耐食性がありますので建築用の外装パネルなどにも利用されています。 熱の拡散性がよく、 肉薄の板
にしても強度があり、 リサイクル性にも優れている点も大きな特徴です。

１平方メートル当たりの床暖房工事費の目安は26,000円です
(この単価は30m2以上の面積を床暖房したときの単価です。これよりも面積が狭くな
ると熱源機の価格が占める割合が高くなりますので、単価も割高になります。）

予算の目安（ガス熱源機使用、工事費を含む）
洋間8帖＋LDK12帖   　　　85万円
LD16帖＋K4帖＋寝室8帖＋子供部屋6帖＋WC＋脱衣所　　 　150万円

実際には、同じ面積の床暖房でも、間取りや熱源機の種類・位置などによって工事費
は異なります。
詳しくは弊社または弊社特約店にお問い合わせください

を採用するためのご予算の目安

サイズ表



の快適さの秘密 の特長

の厳選したパーツ

　低温水式床暖房とは弊社が考案し提案してきた床暖房方法です。
　一般的な床暖房は65℃から85℃ほどの温水を使用しますが、
低温水式の床暖房「うららAL」では45℃から60℃ほどの温水を
利用します。一般的に床暖房では床面が人肌よりも熱くなりま
すが、低温水式の床暖房ではふれても冷たく感じない程度にし
か床面を温めません。それによって暖房感を感じない心地よさを
味わうことができます。

放熱パネル　
○低い温水でも効率よく遠赤外線を放射します。
○長さをかえた８種類のパネルを用意しています。
　施工時に長さを調整
　することもでき
　ますので、キッ
　チンでは足のつま先
　も温まるよう隅まで
　敷き込むことができます。 
○資源回収に配慮した設計になって
　います。

銅製フレキシブルパイプ
○床暖房パネルと床暖房パネルとを接続するのに用い
　ます。
○銅管の伸び縮みを吸収し、地震の揺れによるひずみ
　を吸収して　　　　床暖房を損傷から守ります。

銅製の継ぎ手
○床暖房パネルとフレキシブルパイプと
　をつなく部品です。
○プレス加工した銅管は堅牢です。500キ
　ログラムの力で引っ張っても、水道の
　30倍ほどの圧力をかけても漏れること
　はありません。もちろん耐久性にもす
　ぐれています。
○ハンダ付けや溶接では銅に不純物が混
　じってしまいスクラップバリューが低
　くなってしまいますので、回収価値を
　高めるために専用のプレス工具でカシ
　メて接続する方法を採用しました。

熱源機
ガス・灯油焚きの熱源機はノーリツの製品
を使用しています。故障時にはノーリツテクノ
サービスが対応します。

電食の心配はありません
異なった金属を接触させると一方が
陰極（-）となり、もう片方が陽極（＋）と
なって陽極側から陰極側に電流が流
れます。このときに陽極側の金属が腐
食します。この現象を「電食」といいま
す。銅とアルミの組み合わせの場合に
はアルミ側に電食が起きる可能性が
あります。しかし、エアコンは銅管とア
ルミ板とを組み合わせたラジエーター
のような放熱器がついていますが、雨
にさらされてもアルミが腐食されてい
くことはありません。銅の表面は水や
空気中の酸素と結びついて酸化し安
定した保護膜をつくります。

省エネ、耐久性、安全性、資源循環を重視して各パーツを開発しました。
熱源機以外は低温水式床暖房のために開発したオリジナルパーツです。

温水を流す管は銅管ですが、放熱板をアルミ合金にしてつくりました。
快適な低温水式床暖房「うらら」のよさをそこなわず、お求めやすくしました。

　　パルプ積層断熱材
○素材は耐水段ボールです。それを貼り
　合わせて断熱材にしました。
○保温効果はグラスウール並ですが、透
　気性がありますので床下に入れても
　結露するようなことはありません。
○食品衛生基準もクリアした
　段ボール原紙を使用し
　ています。積層する接着剤
　にはでんぷんノリを使用して
　いますので、化学ノリとちがって暖房時に
　有害な化学物質の放散はありません。

維持費が安いので、安心して長時間つかえます
床暖房パネルの上に厚さ12ミリのベニアを張り、その上に厚さ15ミリのフローリン
グを張ったときの放熱量は３ｗ/m2・ｈ・degです。
（ｗ/m2・ｈ・degの意味は、１平方メートル・時間当たりの、室温と温水との温度差が１℃違った場合の放熱量です）
  このように設計の計算で使います

  室温15℃のときと25℃のときを比較すると次のようになります
  温水温度55℃、室温15℃の場合には90ワット／時間・平方メートル
  温水温度55℃、室温25℃の場合には60ワット／時間・平方メートル
おわかりのように低温水式床暖房では部屋が暖まると自然に放熱量も少なくなりま
す。また、床に陽射しのある時にはその部分からの放熱はなくなりますので省エネ効
果は抜群です。たとえば、都市ガスを熱源として、室温が25℃に保たれている場合の
8畳間の燃料費は一ヶ月当たり約4,500円となります。ファンヒーターではこの2倍
ほどの維持費がかかります。しかもファンヒータのように部屋の空気をよごしたり、結
露させたりすることもありません。（注）燃料費は断熱や外気温度にも影響されます

健康を最優先に作りました
床暖房パネルは金属ですから化学物
質の放散はありません。しかもウレタ
ンやフェノールなどの化学ノリは一切
使用していませんので、使用時も室内
を化学物質で汚染することもありませ
ん。パルプ断熱材は食品安全基準を
満たしており、安心して使用することが
できます。

※「うららAL」は接着剤はいっさい使用していない
　ので、アルミ、銅、パルプが容易に分別できます※写真はガス熱源機※写真は3回路用ヘッダー

銅管 アルミ放熱版

※床材の表面温度は室温により変化します

床 板

合 板

床暖房パネル

断熱材

床材表面温度25～28℃

合板表面温度40℃

パネル表面温度48℃

55℃の温水

一般的な床暖房のパネル

ヘッダー
○床暖房をより経済的に、より快適に使用するためのパーツです。
○床暖房をいくつかのゾーンに分けて、タイマーやスイッチで
　入り切りするときに使用します。
○脱衣所や風呂場は高めの温水を、
　陽当たりよい部屋は低
　めの温水をと、回路ご
　とに流す温水の温度を
　変えたりするときにつ
　かいます。

たばこ

「うららAL」の銅管は
一般的な温水管の
2倍の太さ

一般的温水管 当社温水管当社温水管

自然乾燥の無垢材も使えます
樹の幹は陽射しで50℃ほどは体験していますから
復元力があり膨張と収縮を繰り返します。いろんな
無垢材の試験をしてみますと60℃以上に熱すると曲
がったまま戻らなくなることが多くなります。「うららAL」
に無垢の床材を使用する場合には下地に12ミリの合板
を張ります。そうすると合板と床板のと接触面の温度は40
℃ほどになります。陽が射した場合には、床の温度は50℃を
超えることもありますが、それよりもずっと低い温度で床板を温
めます。「うららAL」は樹が体験してきた温度域で温めますから、
湿度を吸収したり放出したりする樹の調湿性をそのまま生かすこ
とができます。

発泡スチロール製床暖房パネル
このような床暖房パネルは分別して
資源回収することはできません

資源の循環を考えて作りました
「うららAL」は、はじめからリサイクルのことを考えて作りました。
アルミの放熱板と銅管とは、アルミ板を折り曲げて銅管
に圧着して一枚のパネルに仕上げていますので、簡
単にアルミと銅とに分けることができます。
断熱材の上に床暖房パネルを置くだけ
で接着していませんので床暖房パネ
ルと断熱材とも簡単に分別するこ
とができます。しかも銅もアルミもス
クラップバリューの高い素材です。

低温水（45～60℃）でも温まります
熱伝導率を比較すると、銅の熱伝導率は390W/m・℃、アルミの熱伝
導率は220W/m・℃となります。鉄の４倍、ステンレ
スの10倍以上と銅に次いで熱伝導率の高
い金属です。一般的な床暖房に使
用されている架橋ポリエチレンの熱
伝導率は0.2W/m・℃とアルミの
1000分の１にしかなりません。架橋ポリ
エチレン製の床暖房が温度の高い温水を流さ
なければ温まらない理由かここにあります。

 
※ｗ/m・℃とは「素材の長さを１メートルとして、両端の温度差が１℃あったときに、１平方メート
　ル当たりの片方面からもう片方の面に伝わっていく熱の量」の意味です

省エネ設計になっています

パルプ断熱材

低温やけどの心
配はありません
床の表面温度が25℃
から28℃ほどになるよ
うに設計します。直に肌
が床に触れていても床
の温度が体温をこえる
ことはありませんので、
紅斑・水泡などの低温
やけどの心配はありま
せん。

「うららAL」  は一般的な床暖房よりも20℃ほど低い温水を使用します。
温水の温度が高いほど、気温との温度差が大きくなりますので、多
くの熱が逃げていきます。一般的な架橋ポリエチレン管を使用し
た床暖房の場合は、さや管の中に温水管を挿入するだけで特に配

管の保配管部から熱が容易
に逃げていきます。　「うらら
AL」　では、配管部はすべて
10ミリ厚の保温筒でつつみ

熱が逃げていくのを少なくする
ようにしています。
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